
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フジッコ株式会社（本社神戸市：代表取締役社長執行役員：福井正一）は、黒大豆ポリフェ

ノールによる睡眠の質の改善効果に関する研究成果について、2023 年 5 月 24 日（水）～25日

（木）に神戸国際会議場にて開催される「第 76 回日本酸化ストレス学会学術集会」において

発表いたします。 

 

■背景：睡眠の質の改善は早急な対策を要する社会課題 

2021 年にフィリップス社により実施された、コロナ渦における睡眠の質に関するグローバ

ル調査によると、日本人の睡眠に対する満足度は調査対象国 13カ国の中で最下位でした 1)。ま

た、2019 年の厚生労働省の調査では、日本人の約 70％の方が睡眠の質になんらかの悩みを感

じていました 2)。特に、「日中眠気を感じた」「夜間睡眠途中に目が覚めて困った」といった悩

みを持つ人の割合が高くなっています（図 1）。加えて、同調査によると、日本人の平均睡眠時

間は年々短くなっています。睡眠不足は仕事のパフォーマンス低下と相関すると言われており

3)、睡眠関連の問題による日本の経済的損失は 2016 年時点で 15 兆円と試算されていることか

ら 4)、睡眠の質の改善は早急な対策を要する社会課題であるといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発表内容：黒大豆ポリフェノールによる睡眠の質の改善効果に関する研究成果について 

当社は、黒大豆種皮から抽出・精製した機能性素材である、黒大豆ポリフェノール「クロノ

ケア®」を開発し、様々な機能性研究を行ってきました。「クロノケア®」は、ポリフェノールを 

58％以上（主成分は低分子プロシアニジン）含み、非常に高い抗酸化作用を有します。体内で

酸化ストレスが蓄積すると、自律神経機能が乱れて疲れなどの症状に繋がりますが、「クロノ

ケア®」は、酸化ストレスを低減して自律神経機能を整えることが確認されています 5)。この作

用により、「クロノケア®」は「一過性の疲労感」や「日中の一時的な眠気」を軽減する機能が

あることを確認しており、これらの機能については機能性表示食品の届出が受理されています。

自律神経機能は睡眠の質にも深く関与しており、良い睡眠には自律神経機能を整えることが重

要です 6)。そこで、「クロノケア®」の摂取が、睡眠の質に与える影響を検証しました。 
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図 1：睡眠の悩みがある人の割合とその内容（厚生労働省 令和元年国民健康・栄養調査 ） 
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【研究内容】 

被験者 69 名（20～65 歳の男女）を、「クロノケア®」高用量（300mg/日）を摂取する群、低

用量（100mg/日）を摂取する群、「クロノケア®」を含まないプラセボを摂取する群の３群に分

けました。各試験食を 12週間摂取してもらい、OSA 睡眠調査票にて睡眠の質を評価しました。 

 

【結果】 

「クロノケア®」を摂取することで、睡眠の質（起床時眠気、入眠と睡眠維持、疲労回復、睡

眠時間）が改善されることが確認できました。特に、「クロノケア®」高用量（１日に 300mg）

の摂取でより顕著な効果が示されました（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 

本研究の結果から、「クロノケア®」は摂取期間および摂取量に従い、睡眠の質を改善するこ

とが示されました。これらは、日本人が抱える睡眠の質の悩みに対応しており、「クロノケア®」

の摂取による社会的な睡眠問題の解決が期待できます。 

これまでの研究成果である「一過性の疲労感」や「日中の一時的な眠気」を軽減する機能性

表示と併せて、「クロノケア®」を人々の健康と社会に役立てていきたいと考えています。今後

は、「クロノケア®」を配合した自社の新たな食品の開発や機能性食品原料として、飲料やサプ

リメント等の素材販売を進めていく予定です。 
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図 2：「クロノケア®」を 12 週間摂取した際の睡眠の質の変化（摂取前からの変化量） 

    OSA 睡眠調査票による評価 

 

 

群内比較 Dunnet's test 

#p<0.05  ##p<0.01 
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■■ 第 76 回日本酸化ストレス学会学術集会 概要 (https://plaza.umin.ac.jp/sfrrj76/index.html) 

【開催日時】 2023 年 5月 24 日（水）～25日（木） 

【会  場】 神戸国際会議場 

  【発表演題】 黒大豆ポリフェノール『クロノケア®』の継続摂取が睡眠の質に与える影響 

 【演題番号】 O4-4（口演発表） 

【発表日時】 2023 年 5月 24 日（水） 14:00-15:00（内 10分） 

【発表要旨】 

【目的】黒大豆種皮から抽出した機能性素材「クロノケア®」（以下 BE）は、ポリフェノールを 58％

以上（主成分は低分子プロシアニジン）含み、高い抗酸化作用を有する。これまでに、BE は酸化ス

トレスを低減することで自律神経機能を調節することが確認されている。自律神経は睡眠の質とも

関連することから、BE の睡眠への機能を評価した。 

【方法】（実験 1）男女 69 名をプラセボ、BE 低用量 100mg、高用量 300mg 摂取の 3 群に割付け、12

週間の二重盲検並行群間試験を行った。試験食は錠剤で夕食後に各群 3粒摂取させ、4週毎に OSA 睡

眠調査票を実施して睡眠の質を評価した。（実験 2）睡眠の質に不満がある男女 44 名を BE 低用量

100mg、高用量 300mg 摂取の 2群に割付け、12 週間の並行群間試験を行った。試験食は BE が 100mg

入ったカプセルで、夕食後に 1粒もしくは 3粒摂取させた。実験 1と同様に睡眠の質を評価し、疲

労に関する VAS も併せて実施した。 

【結果】（実験 1）OSA（起床時眠気、入眠と睡眠維持、疲労回復、睡眠時間）において、摂取 0 週

から 12 週の変化量で、摂取量および摂取期間依存的な改善が確認された。（実験 2）OSA および VAS

（疲労感、眠気、肩こり、意欲、眼の疲れ、体のだるさ・おもさ）における摂取 0 週から 12 週の

変化量で摂取期間依存的な改善が確認された。摂取量の違いによる明確な差は見られなかった。 

 

【用語説明】 

・プロシアニジン：黒大豆ポリフェノールの主成分。フラボノイド類のフラバン-3-オールに 

属し、エピカテキンあるいはカテキンの縮合体として存在する。 

・自律神経機能  ：交感神経機能と副交感神経機能に大別される。通常、活動時は交感神経の

活動が優位になり、休息・睡眠時には副交感神経の活動が優位になる。 

・プラセボ ：黒大豆ポリフェノールの対照として使用する。黒大豆ポリフェノールの代 

わりにデキストリンが入っているカプセル。 

・OSA 睡眠調査票 ：起床時の睡眠感を評価する心理尺度で、5つの因子（起床時眠気，入眠と 

睡眠維持，夢み，疲労回復，睡眠時間）からなる 16 項目の 4肢選択式の 

質問票。 

・VAS ：Visual Analogue Scale（視覚的アナログ尺度）によるアンケート。疼痛の 

ような特定の感覚や感情の強度を評価する際に用いられる方法。  

 

 

 

 

＜お問い合わせ先＞ フジッコ株式会社 

担当者：イノベーションセンター 素材研究グループ  赤木 良太 

責任者：イノベーションセンター センター長   丸山 健太郎 

TEL：078-303-5385  メールアドレス：r-akagi@fujicco.co.jp 

ホームページアドレス：https://www.fujicco.co.jp 

＜原料販売に関するお問合せ先＞ 

担当者：イノベーションセンター 素材事業部  課長 平澤 素王 

責任者：イノベーションセンター 素材事業部 部長  岸本 晃典 

TEL：078-303-5925  メールアドレス：s-hirasawa@fujicco.co.jp 

ホームページアドレス：https://www.fujicco.co.jp/products/material/ 
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